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1.  平成23年11月期の連結業績（平成22年12月1日～平成23年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年11月期 12,124 21.9 476 24.0 449 30.2 170 154.2
22年11月期 9,949 10.9 383 26.3 345 40.1 67 ―
（注）包括利益 23年11月期 170百万円 （10.7％） 22年11月期 153百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年11月期 5.92 ― 6.9 6.4 3.9
22年11月期 2.64 ― 3.3 5.7 3.9
（参考） 持分法投資損益 23年11月期  ―百万円 22年11月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年11月期 7,167 2,540 35.4 88.33
22年11月期 6,858 2,373 34.6 82.41
（参考） 自己資本   23年11月期  2,540百万円 22年11月期  2,370百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年11月期 390 △749 △417 853
22年11月期 424 △323 733 1,631

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年11月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
23年11月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
24年11月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3.  平成24年11月期の連結業績予想（平成23年12月1日～平成24年11月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,059 16.2 △35 ― △53 ― △73 ― △2.55
通期 14,134 16.6 634 33.2 615 36.8 424 149.0 14.75



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年11月期 28,962,000 株 22年11月期 28,962,000 株
② 期末自己株式数 23年11月期 198,647 株 22年11月期 193,633 株
③ 期中平均株式数 23年11月期 28,766,459 株 22年11月期 25,396,548 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年11月期の個別業績（平成22年12月1日～平成23年11月30日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年11月期 196 △14.2 △33 ― △36 ― 105 51.1
22年11月期 229 △15.3 △20 ― △41 ― 69 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年11月期 3.67 ―
22年11月期 2.75 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年11月期 2,335 1,837 78.7 63.88
22年11月期 2,535 1,734 68.3 60.22
（参考） 自己資本 23年11月期  1,837百万円 22年11月期  1,732百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ【次期の見通し】をご覧ください。 
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 当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災により影響を受けたサプライチェーンの復旧が

進み、生産や輸出面で回復の兆しがみられましたが、欧州債務危機に端を発する世界経済の減速や、為

替レートの動向等により雇用・所得環境が改善せず、個人消費が伸び悩み、さらに原発事故の影響によ

る電力不足も懸念され、復興による需要は期待されるものの、景気の先行きは不透明な状況で推移して

おります。 

 このような経済状況のもと、当社グループは収益性をさらに強化し、経営基盤をより強固なものとす

るため、中核事業である登山用品販売事業に資源を集中し、伝統と信頼ある『好日山荘』ブランドの普

及、積極的な新規出店や移転・改装などの設備投資、コーポレート・ガバナンスの充実による経営と統

制の強化などの諸施策を推進してまいりました。 

 当連結会計年度においては、東日本大震災による大きな影響はなかったものの、登山業界の最盛期に

あたる６月から８月にかけて天候に恵まれなかったこと、富士登山等の需要低迷、さらに資産除去債務

に関する会計基準の適用、公開買付関連費用等の特別損失を計上したこと等がありましたが、諸施策等

の効果等で売上高、利益とも前年同期を上回った結果となりました。 

 以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高12,124百万円（前年同期比21.9％増）、営業利益476

百万円（前年同期比24.0％増）、経常利益449百万円（前年同期比30.2％増）、当期純利益170百万円

（前年同期比154.2％増）となりました。 

 セグメントの業績は、つぎのとおりであります。  

  

① 登山用品販売事業 

 登山用品販売事業におきましては、第２四半期までは天候に恵まれたことや従前より実施しているよ

り好立地な場所への新規出店・移転出店の効果、顧客満足度の向上につながる施策等の効果等により、

当初予想を上回る業績で推移いたしましたが、登山業界の最盛期に当たる第３四半期においては台風や

大雨など天候に恵まれなかったことや震災後の萎縮した消費者動向の中での富士登山等の需要低迷があ

ったこと、第４四半期においては高気温で推移したことにより秋冬物の立ち上がりが遅れ、更にはこれ

まで市場を下支えしていた短期ブーム的な需要が一巡したことなどにより、厳しい環境となりました。

 このような状況の中、当連結会計年度におきましては、明石大久保店（平成23年３月18日）、日本最

大級のクライミングジム「グラビティリサーチなんば」を併設したなんば店（平成23年４月15日）、玉

川ガーデンアイランド店（平成23年４月22日）、ららぽーと横浜店（平成23年６月24日）の４店舗を新

設しております。またイオンタウン姫路店を含めた５店舗を移転新設、その他既存店舗においては３店

舗をリニューアルし販売力の強化を実施しております。ウェブ販売では、自社サイト好日山荘WEBSHOP

本店を旗艦サイトとし３サイトを運営する他、店頭と通信販売での購買ができる新しい形態での店舗と

して好日山荘WEBプラス店（兵庫県西宮市）を出店しました。情報サイトでは、店舗からの商品情報や

店内催事情報、投稿件数1,700件におよぶ当社社員による登山レポートなどを発信し、顧客満足度の向

上につなげております。 

 また、六甲山や高尾山での植林ボランティアを続けていますが、こうしたCSR活動の一環として、尾

瀬と白馬エリアの環境整備にも取り組んでおり、登山用品業界、出版社、ガイド協会などの企業・団体

や自治体・観光協会と連携して、環境整備や誘客などの活動を進めています。 

 以上の諸施策を展開しました結果、売上高は12,066百万円（前年同期比22.0％増）となりました。利

益面につきましては、設備投資による経費の増加・資産除去債務に関する会計基準の適用による影響も

ありましたが、既存店舗・新規出店店舗・移転店舗は概ね計画通りに推移し、営業利益574百万円（前

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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年同期比16.4％増）となりました。 

② その他事業 

 その他事業におきましては、ホールディング会社が所有している賃貸物件の入居率に変更は無く、売

上高、利益面共にほぼ当初見込んでいた業績の通り推移いたしました。 

 セグメント間の内部売上高も含め売上高70百万円、営業利益36百万円となりました。 

  

【次期の見通し】 

 登山用品販売事業においては、当連結会計年度に４店舗の新規出店、８店舗の移転およびリニューアルを

実施したことによる収益増や、今後予定している新規出店・店舗移転等による増収も見込めるものと予想し

ております。当事業は、登山やトレッキングブームに合わせた新規顧客の開拓や積極的な事業拡大、知名度

アップ、競合店との差別化などの施策を推進し、登山専門店のリーディングカンパニーとしての地位を確立

したいと考えております。次期における当事業の売上高は14,086百万円（前年同期比16.7％増）、営業利益

は723百万円（前年同期比25.9％増）を見込んでおります。 

 その他事業につきましては、保有資産の賃貸等を主とした有効活用を継続的に行ってまいります。 

 平成24年11月期の業績見通しにつきましては、売上高14,134百万円（前年同期比16.6％増）、営業利益

634百万円（前年同期比33.2％増）、経常利益615百万円（前年同期比36.8％増）、当期純利益424百万円

（前年同期比149.0％増）を見込んでおります。 
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① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産）  

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、76百万円減少し、3,985百万円となりました。これは主とし

てたな卸資産が612百万円増加しましたが、現金及び預金が777百万円減少したことなどによるものであり

ます。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて、385百万円増加し、3,182百万円となりました。これは主とし

て建物及び構築物(純額)が276百万円、敷金及び保証金が71百万円増加したことなどによるものでありま

す。 

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、4.5％増加し、7,167百万円となりました。 

（負債）  

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、131百万円増加し、3,624百万円となりました。これは主とし

て１年内返済予定の長期借入金が114百万円減少しましたが、支払手形及び買掛金416百万円が増加したこ

となどによるものであります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて、10百万円増加し、1,001百万円となりました。これは主とし

て長期借入金が276百万円減少しましたが、資産除去債務が289百万円増加したことなどによるものであり

ます。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、3.2％増加し、4,626百万円となりました。 

（純資産）   

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、167百万円増加し、2,540百万円となりました。これは主に

当期純利益を計上したことにより、利益剰余金が170万円増加したことなどによるものであります。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
自己資本比率：自己資本／総資産  

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産  

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー  

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い  

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

（注２）株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数により算出しております。  

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを使用しております。また、利払いについては、

キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象と

しております。 

（２）財政状態に関する分析

平成19年11月期 平成20年11月期 平成21年11月期 平成22年11月期 平成23年11月期

自己資本比率 39.1 35.4 31.7 34.6 35.4

時価ベースの自己資本比率 56.0 40.5 33.4 38.0 50.9

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

― ― 1.6 3.6 2.8

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

― ― 26.2 13.1 13.5
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当社グループは、中長期的な会社の経営戦略に基づく積極的な事業展開のために、株主資本の増加・

充実を図りつつ、株主の皆様に安定的に適正な利益還元を継続的に行うことを利益配分の基本方針とし

ております。  

 しかしながら、第48期までに多額の当期純損失の計上を余儀なくされることとなったため、財務体質

の改善を目指し次期配当につきましても、誠に遺憾ながら無配とさせていただく予定であります。 

  

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当社グループの経営成績、財政状態および株価等に影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のよう

なものがあります。 

① 金利変動について  

 当社グループの金融機関からの借入には、変動金利による借入が含まれており、これに係る支払利息

は金利動向の影響を受けます。金利変動が財政状態および経営成績に及ぼす影響を軽減するために、一

部については金利スワップ契約によりヘッジをしておりますが、大幅な金利の上昇等は財政状態および

経営成績に影響を与える影響があります。  

② 個人情報 

 当社グループは、様々な顧客サービスやダイレクトメールによる販売促進を実施するため、多くの顧

客情報を取り扱っております。当社グループとしましては、コンプライアンス規程の充実を図り、社内

教育を行う等の顧客情報の管理に努めてまいりますが、今後顧客情報流出等が起こった場合、経営成績

に影響を与える可能性があります。  

③ 天候について 

 当社グループは、登山用品およびアウトドア用品の販売を主な事業としておりますが、いずれの事業

も天候による売上高への影響は多大であります。そのため、冷夏、暖冬等の異常気象や豪雨、台風によ

る自然環境およびフィールド条件の悪化等は、経営成績に影響を与える可能性があります。 

④ 出店政策について 

 当社グループは、登山用品販売事業において有望な市場への積極的な出店を予定しております。しか

し、当社グループが、現在に至るまで出店していなかった地域も含まれているため、商圏、市場、競合

の状況等について充分な調査を行うとはいえ、認知度の向上による顧客の増加、地域性に合った品揃え

の充実による販売力の向上等を達成できるまでの期間、予定どおりの売上高を確保できない場合があ

り、経営成績に影響を与える可能性があります。 

  

（４）事業等のリスク
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 当社グループは、持株会社である当社、連結子会社である株式会社好日山荘、親会社である投資事業有限

責任組合DRCKJにより構成され、登山用品販売事業を主要な事業としております。  

 当連結会計年度における、各事業セグメントに係る主な事業の変更と主要な関係会社の異動は、次のとお

りであります。 

（1）登山用品販売事業 

   主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動はありません。 

（2）その他事業 

主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動はありません。  

  

企業集団についての事業系統図はつぎのとおりであります。 

  

 

○印は、連結子会社であります。 

※当連結会計年度において、公開買付けが行われたことにより、投資事業有限責任組合DRCKJが親会社とな

っております。 

２．企業集団の状況

㈱コージツ（9905）平成23年11月期　決算短信

- 7 -



当社グループは、「すべてのグループ会社・店舗および社員が常に時代に適応した進化を遂げ、お客

様や社会に愛され支持される企業グループとなる」ことを企業理念としております。この理念に基づく

経営方針は以下のとおりであります。 

 ① 常に地球環境を意識し、「EconomyとEcologyの調和」に貢献します。 

 ② レジャーを通じて、豊かなライフスタイルを提案します。 

 ③ 活力ある組織から、常に新たな価値を創造します。 

 ④ 透明かつ誠実な経営に努め、信頼される企業グループを目指します。  

 ①から④を実現することにより、顧客満足度の充足を限りなく高め、企業活動の成果である企業価値

の向上を図ることにより、当社グループを支持していただいている株主・顧客・取引先の皆様の期待に

お応えしていくことを目標としております。 

  

当社グループは、経営資源の最適配分と時代に適応した機動力のある経営を実現することにより、収

益性、資本効率性の向上を追求します。経営指標としてROE 15％を目標としております。 

  

① 伝統と信頼ある「好日山荘」ブランドの普及に努め、販売網の再構築と、更なるバリューアップを

図ります。  

② 新たなサービスやイベントの提案、高付加価値商品の提供などを通じて、登山用品販売事業の顧客

層拡大と顧客満足度の最大化に努力します。  

③ 当社登山関連事業を補完する事業提携により、経営資源の有効活用および事業シナジーを追及し、

コージツグループの事業拡大を推進します。 

④ コーポレート・ガバナンスの充実を図り、スピードある経営と統制の強化を両立し、常に進化を続

ける企業グループを目指します。 

  

登山用品販売事業におきましては、「好日山荘」ブランドの強化や販売チャネルの再構築による集客

力の向上、新規顧客層の獲得による売上増加、コスト見直しによる利益率改善などを通じて、継続的な

収益拡大を目指してまいります。  

 また、今後も以下の諸施策を推進し、登山用品販売事業を軸に迅速かつ積極的な事業展開を行い、コ

ージツグループの企業価値向上に努めてまいります。 

① 登山用品店の新設および移転新設 

② 東京を中心とした関東地区の販売強化 

③ 自社のウェブサイトにおける通信販売システムの再構築 

④ 商品の定番化による在庫管理強化・業務効率向上 

⑤ 独自商品開発による差別化 

⑥ 「好日山荘」ブランディング強化 

  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成22年11月30日)

当連結会計年度
(平成23年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※３ 1,677,929 ※３ 900,890

売掛金 188,397 195,276

たな卸資産 ※１ 1,796,992 ※１ 2,409,854

繰延税金資産 178,240 209,793

その他 220,475 275,488

貸倒引当金 △453 △6,049

流動資産合計 4,061,581 3,985,254

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※３ 1,438,973 ※３ 1,982,465

減価償却累計額 ※２ △878,090 ※２ △1,144,859

建物及び構築物（純額） 560,882 837,605

工具、器具及び備品 465,742 602,112

減価償却累計額 ※２ △265,115 ※２ △350,611

工具、器具及び備品（純額） 200,626 251,500

土地 ※３ 1,211,841 ※３ 1,211,841

その他 2,949 1,751

減価償却累計額 ※２ △2,783 ※２ △296

その他（純額） 165 1,455

有形固定資産合計 1,973,515 2,302,402

無形固定資産

電話加入権 6,738 6,738

ソフトウエア 89,937 65,985

無形固定資産合計 96,675 72,723

投資その他の資産

長期貸付金 414,856 414,856

繰延税金資産 212 －

敷金及び保証金 726,101 797,848

長期未収入金 662,379 666,579

その他 － 4,893

貸倒引当金 △1,077,235 △1,077,235

投資その他の資産合計 726,314 806,941

固定資産合計 2,796,506 3,182,067

資産合計 6,858,087 7,167,321
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成22年11月30日)

当連結会計年度
(平成23年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,164,960 2,581,656

短期借入金 ※３ 25,000 －

1年内返済予定の長期借入金 ※３ 554,078 ※３ 439,540

未払法人税等 38,269 51,343

未払費用 403,565 353,553

役員賞与引当金 3,441 1,147

ポイント引当金 44,620 51,420

偶発損失引当金 59,549 －

資産除去債務 － 13,565

その他 200,105 132,628

流動負債合計 3,493,590 3,624,853

固定負債

社債 200,000 200,000

長期借入金 ※３ 736,288 ※３ 459,458

資産除去債務 － 289,207

繰延税金負債 － 5,116

その他 54,918 48,057

固定負債合計 991,206 1,001,839

負債合計 4,484,796 4,626,693

純資産の部

株主資本

資本金 2,092,867 2,092,867

資本剰余金 1,177,707 1,177,707

利益剰余金 △860,649 △690,248

自己株式 △39,098 △39,697

株主資本合計 2,370,827 2,540,628

新株予約権 2,464 －

純資産合計 2,373,291 2,540,628

負債純資産合計 6,858,087 7,167,321
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

 連結損益計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成21年12月１日
至 平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自 平成22年12月１日
至 平成23年11月30日)

売上高 9,949,506 12,124,307

売上原価 ※２ 6,070,792 ※２ 7,413,431

売上総利益 3,878,713 4,710,875

販売費及び一般管理費 ※１ 3,494,785 ※１ 4,234,728

営業利益 383,928 476,146

営業外収益

受取利息 8,533 8,511

受取配当金 2,662 －

雑収入 3,789 7,693

営業外収益合計 14,985 16,205

営業外費用

支払利息 33,368 29,367

株式交付費 8,181 －

雑損失 7,436 11,760

その他 4,504 1,380

営業外費用合計 53,492 42,508

経常利益 345,422 449,843

特別利益

過年度損益修正益 ※３ 38,799 －

訴訟損失引当金戻入額 17,001 －

償却債権取立益 7,100 －

新株予約権戻入益 － 2,464

その他 5,262 530

特別利益合計 68,164 2,994

特別損失

減損損失 ※５ 73,754 ※５ 13,605

関係会社株式売却損 112,604 －

偶発損失引当金繰入額 106,938 －

TOB関連費用 － 56,485

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 148,015

その他 ※４ 37,461 ※４ 7,905

特別損失合計 330,758 226,012

税金等調整前当期純利益 82,828 226,825

法人税、住民税及び事業税 76,048 82,649

法人税等調整額 △60,261 △26,224

法人税等合計 15,786 56,425

少数株主損益調整前当期純利益 67,041 170,400

当期純利益 67,041 170,400
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 連結包括利益計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成21年12月１日
至 平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自 平成22年12月１日
至 平成23年11月30日)

少数株主損益調整前当期純利益 － 170,400

その他の包括利益

その他の包括利益合計 － ※7 －

包括利益 － ※6 170,400

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 － 170,400

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成21年12月１日
至 平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自 平成22年12月１日
至 平成23年11月30日)

株主資本

資本金

前期末残高 1,821,160 2,092,867

当期変動額

新株の発行 271,707 －

当期変動額合計 271,707 －

当期末残高 2,092,867 2,092,867

資本剰余金

前期末残高 906,000 1,177,707

当期変動額

新株の発行 271,707 －

当期変動額合計 271,707 －

当期末残高 1,177,707 1,177,707

利益剰余金

前期末残高 △927,690 △860,649

当期変動額

当期純利益 67,041 170,400

当期変動額合計 67,041 170,400

当期末残高 △860,649 △690,248

自己株式

前期末残高 △39,010 △39,098

当期変動額

自己株式の取得 △87 △599

当期変動額合計 △87 △599

当期末残高 △39,098 △39,697

株主資本合計

前期末残高 1,760,459 2,370,827

当期変動額

新株の発行 543,414 －

当期純利益 67,041 170,400

自己株式の取得 △87 △599

当期変動額合計 610,367 169,801

当期末残高 2,370,827 2,540,628
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成21年12月１日
至 平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自 平成22年12月１日
至 平成23年11月30日)

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定

前期末残高 △65,998 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

65,998 －

当期変動額合計 65,998 －

当期末残高 － －

その他の包括利益累計額合計

前期末残高 △65,998 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

65,998 －

当期変動額合計 65,998 －

当期末残高 － －

新株予約権

前期末残高 3,192 2,464

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △728 △2,464

当期変動額合計 △728 △2,464

当期末残高 2,464 －

少数株主持分

前期末残高 11,590 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △11,590 －

当期変動額合計 △11,590 －

当期末残高 － －

純資産合計

前期末残高 1,709,244 2,373,291

当期変動額

新株の発行 543,414 －

当期純利益 67,041 170,400

自己株式の取得 △87 △599

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 53,679 △2,464

当期変動額合計 664,047 167,337

当期末残高 2,373,291 2,540,628
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成21年12月１日
至 平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自 平成22年12月１日
至 平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 82,828 226,825

減価償却費 218,177 342,045

減損損失 73,754 13,605

偶発損失引当金の増減額（△は減少） 50,602 △3,090

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △200,000 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △766 5,596

ポイント引当金の増減額（△は減少） 9,023 6,799

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 148,015

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 1,228 △2,294

受取利息及び受取配当金 △11,196 △8,511

支払利息 33,368 29,367

為替差損益（△は益） － 1,380

固定資産廃棄損 1,592 3,503

関係会社株式売却損益（△は益） 112,604 －

売上債権の増減額（△は増加） △42,274 △6,878

たな卸資産の増減額（△は増加） △521,376 △612,861

未収入金の増減額（△は増加） △55,154 △29,464

仕入債務の増減額（△は減少） 649,527 416,696

未払費用の増減額（△は減少） 48,984 △13,401

未払消費税等の増減額（△は減少） △18,688 31,104

その他 279,063 △13,629

小計 711,300 534,807

利息及び配当金の受取額 11,069 8,511

利息の支払額 △32,412 △28,890

法人税等の支払額 △82,171 △76,360

訴訟関連損失の支払額 △183,098 －

その他 － △47,485

営業活動によるキャッシュ・フロー 424,686 390,581

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △345,175 △647,843

資産除去債務の履行による支出 － △18,559

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△28 －

敷金及び保証金の差入による支出 △268,506 △165,673

敷金及び保証金の回収による収入 330,913 85,145

預り保証金の返還による支出 △15,325 △2,640

貸付けによる支出 △170 △100

貸付金の回収による収入 70 100

その他 △25,406 387

投資活動によるキャッシュ・フロー △323,628 △749,183
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成21年12月１日
至 平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自 平成22年12月１日
至 平成23年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 25,000 △25,000

長期借入れによる収入 960,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △981,242 △591,368

社債の発行による収入 200,000 －

自己株式の取得による支出 △87 △599

配当金の支払額 △260 △104

株式の発行による収入 535,232 －

その他 △4,725 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 733,917 △417,071

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △1,380

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 834,974 △777,054

現金及び現金同等物の期首残高 796,076 1,631,051

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 1,631,051 ※１ 853,997
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該当事項はありません。 

（５）継続企業の前提に関する注記
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（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

前連結会計年度

(自  平成21年12月１日

至  平成22年11月30日)

当連結会計年度

(自  平成22年12月１日

至  平成23年11月30日)

１．連結の範囲に関する事項 すべての子会社を連結しておりま

す。

連結子会社の数    １社

連結子会社の名称  ㈱好日山荘

すべての子会社を連結しておりま

す。

連結子会社の数    １社

連結子会社の名称  ㈱好日山荘

なお、中華資源集團有限公司につい

ては当連結会計年度において全株式

を譲渡したため連結の範囲から除い

ております。

２．持分法の適用に関する事

項

当連結会計年度において中華資源集

團有限公司の全株式を譲渡したた

め、同 社の 関連 会社 で ある SONIX 

THAI CORPORATION CO.,LTDを持分法

の適用の範囲から除いております。

―

３．連結子会社の事業年度等

に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と

一致しております。

同左

４．会計処理基準に関する事

項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価

方法

①  有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

連結決算期末日の市場価

格等に基づく時価法（評価

差額は、全部純資産直入法

により処理し、売却原価は

主として移動平均法により

算定）

(1) 重要な資産の評価基準及び評価

方法

①  有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

同左

時価のないもの

移動平均法による原価法

時価のないもの

同左

②  たな卸資産

評価基準は原価法（収益性

の低下による簿価切下げの方

法）によっております。

②  たな卸資産

同左

ａ  商品

先入先出法による原価法

ａ  商品

同左

 b 貯蔵品

最終仕入原価法による原価

法
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前連結会計年度

(自  平成21年12月１日
至  平成22年11月30日)

当連結会計年度

(自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日)

４．会計処理基準に関する事

項

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の

方法

①  有形固定資産（リース資産を

除く）

定率法によっております。但

し、平成10年４月以降に取得した

建物（建物附属設備は除く）につ

いては、定額法を採用しておりま

す。

なお、主な耐用年数は次のとお

りであります。

建物 ８～47年

構築物 10～30年

工具、器具及び備品 ３～15年

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の

方法

①  有形固定資産（リース資産を

除く）

定率法によっております。但

し、平成10年４月以降に取得した

建物（建物附属設備は除く）につ

いては、定額法を採用しておりま

す。

なお、主な耐用年数は次のとお

りであります。

建物 ８～39年

構築物 10～30年

工具、器具及び備品 ３～10年

②  無形固定資産（リース資産を

除く）

定額法によっております。

なお、自社利用のソフトウエア

については、社内における利用可

能期間(５年)に基づく定額法

②  無形固定資産（リース資産を

除く）

同左

③ 長期前払費用

定額法によっております。

③ 長期前払費用

同左

④  リース資産

所有権移転外ファイナンス・リ

ース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残

存価額をゼロとする定額法によっ

ております。

なお、リース取引会計基準の改

正適用初年度開始前の所有権移転

外ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引にかか

る方法に準じた会計処理によって

おります。

④  リース資産

所有権移転外ファイナンス・リ

ース取引に係るリース資産

同左
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前連結会計年度

(自  平成21年12月１日
至  平成22年11月30日)

当連結会計年度

(自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日)

４．会計処理基準に関する事

項

(3) 重要な引当金の計上基準

①  貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可

能性を検討し、回収不能見込額を

計上しております。

(3) 重要な引当金の計上基準

①  貸倒引当金

同左

②  役員賞与引当金

連結子会社は、役員に対して支

給する賞与の支出に備えるため

に、役員賞与支給見込額のうち当

連結会計年度に負担すべき額を計

上しております。

②  役員賞与引当金

同左

③  偶発損失引当金

事業構造改善に伴い、今後発生

が見込まれる店舗閉鎖損などにつ

いて合理的な見積もり額を計上し

ております。

③      ―

④ ポイント引当金

販売促進を目的とする「好日山

荘メンバーズカード」制度に基づ

き、顧客へ付与したポイントの将

来の利用に備えるため、過去の利

用実績率により、将来利用される

と見込まれる額を計上しておりま

す。

④ ポイント引当金

同左

(4) 重要な外貨建の資産又は負債の本

邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日

の直物為替相場により円貨の換算し、

換算差額は損益として処理しておりま

す。

(4) 重要な外貨建の資産又は負債の本

邦通貨への換算の基準

同左

(5) 重要なヘッジ会計の方法

①  ヘッジ会計の方法

金利スワップ取引については、

特例処理の要件を満たしているた

め、特例処理を採用しておりま

す。

(5) 重要なヘッジ会計の方法

①  ヘッジ会計の方法

同左

②  ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…金利スワップ

ヘッジ対象…借入金の利息

②  ヘッジ手段とヘッジ対象

同左

③  ヘッジ方針

社内ルールに基づき、金利変動

リスクをヘッジしております。

③  ヘッジ方針

同左

④  ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップ取引については、

特例処理を採用しているため、有

効性の評価を省略しております。

④  ヘッジ有効性評価の方法

同左
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前連結会計年度

(自  平成21年12月１日
至  平成22年11月30日)

当連結会計年度

(自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日)

４．会計処理基準に関する事

項

(6) その他連結財務諸表作成のための

重要な事項

① 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処

理は、税抜方式によっておりま

す。

また、控除対象外消費税及び地

方消費税は、当連結会計年度の費

用として処理しております。

(6) その他連結財務諸表作成のための

重要な事項

① 消費税等の会計処理
同左

② 連結納税制度の適用

連結納税制度を適用しておりま

す。

② 連結納税制度の適用
同左
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（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

会計方針の変更

前連結会計年度
(自  平成21年12月１日
至  平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号

平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、

「「研究開発費等に係る会計基準」の一部改正」（企業

会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に

関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月

26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第

16号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準

適用指針第10号 平成20年12月26日）が平成21年４月１

日以降開始する連結会計年度において最初に実施される

企業結合及び事業分離等から適用することができること

になったことに伴い、当連結会計年度からこれらの会計

基準等を適用しております。

─────────

───────── (資産除去債務に関する会計基準等)

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号  平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号  平成20年３月31日）を適用して

おります。

これにより、当連結会計年度の営業利益、経常利益は

それぞれ11百万円減少し、税金等調整前当期純利益は

159百万円減少しております。

表示方法の変更

前連結会計年度
(自  平成21年12月１日
至  平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日)

（連結損益計算書関係）

前連結会計年度において営業外収益の「その他」に含

めて表示しておりました「受取配当金」（前連結会計年

度22千円）は、営業外収益の10/100を超えたため、当連

結会計年度においては区分掲記することとしました。

前連結会計年度において独立掲記しておりました特別

損失の「固定資産廃棄損」（当連結会計年度1,592千

円）および「訴訟関連費用」（当連結会計年度1,098千

円）は、金額が僅少となったため、当連結会計年度にお

いては特別損失の「その他」に含めて表示しておりま

す。 

(連結損益計算書関係)

当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づ

き、財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成

21年３月24日  内閣府令第５号）を適用し、「少数株主

損益調整前当期純利益」の科目で表示しております。
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 追加情報

前連結会計年度
(自  平成21年12月１日
至  平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日)

───────── 当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計

基準」（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適

用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」

及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度

の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額

等合計」の金額を記載しております。
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（８）連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成22年11月30日)

当連結会計年度
(平成23年11月30日)

 

※１  たな卸資産の内訳

商品 1,796,992千円

※１  たな卸資産の内訳

商品 2,409,854千円

※２ 減価償却累計額には、減損損失累計額を含めてお

ります。

※２        同左

 

※３ 担保提供資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

建物 76,929千円

土地 1,211,839 〃

定期預金 30,089 〃

計 1,318,858千円
 

※３ 担保提供資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

建物 70,896千円

土地 1,211,839 〃

定期預金 30,096 〃

計 1,312,831千円

担保付債務は次のとおりであります。

短期借入金 25,000千円

長期借入金 
(１年内返済予定の長期借入
金を含む)

848,028 〃

計 873,028千円
 

担保付債務は次のとおりであります。

長期借入金
(１年内返済予定の長期借入
金を含む)

664,074千円

計 664,074千円

 

４ 当座貸越契約について

当社グループは、設備投資および運転資金の効率

的な調達を行うために取引銀行と当座貸越契約を締

結しております。これらの契約に基づく当期末の借

入未実行残高は以下のとおりです。

当座貸越契約総額 400,000千円

借入実行残高 ― 〃

差引額 400,000千円
 

４ 当座貸越契約について

当社グループは、設備投資および運転資金の効率

的な調達を行うために取引銀行と当座貸越契約を締

結しております。これらの契約に基づく当期末の借

入未実行残高は以下のとおりです。

当座貸越契約総額 400,000千円

借入実行残高 ― 〃

差引額 400,000千円
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(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成21年12月１日
至  平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。

広告宣伝費 508,047千円

給与 882,677 〃

地代家賃 800,022 〃

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。

広告宣伝費 537,553千円

給与 1,103,575 〃

地代家賃 1,012,952 〃

※２ 棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額は次の

とおりであります。

売上原価 12,546千円

※２ 棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額は次の

とおりであります。

売上原価 6,649千円

 

※３ 過年度損益修正益の内訳は次のとおりでありま

す。

消費税等の更正による
過年度広告宣伝費の修正

35,620千円

その他 3,179 〃

計 38,799 〃

３         ―――

 

※４  固定資産廃棄損の内訳は次のとおりであります。

建物 1,321千円

構築物 271 〃

計 1,592 〃
 

※４  固定資産廃棄損の内訳は次のとおりであります。

建物 810千円

工具、器具及び備品 19 〃

計  830 〃

 

※５ 減損損失 

当連結会計年度において、当社は以下の資産グル

ープについて減損損失を計上いたしました。

用途 場所 種類

賃貸用不動産 大津瀬田 土地

 

※５ 減損損失 

当連結会計年度において、当社は以下の資産グル

ープについて減損損失を計上いたしました。

用途 場所 種類

店舗用設備
藤沢プラザ店
新宿西口店

建物及び構築物
工具、器具及び備品

急激な不動産価格の低下により、帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として

計上いたしました。  

 その内訳は、土地73,754千円であります。  

 当社グループの減損会計適用にあたっての資産の

グルーピングは、継続的に損益の把握を実施してい

る管理会計上の単位である店舗別に行っています。

そのほかに、物件を最小の単位として賃貸物件グル

ープと遊休資産グループにグルーピングしていま

す。また本社等については、独立したキャッシュ・

フローを生み出さないことから共用資産としていま

す。 

 当資産グループの回収可能価額は、使用価値によ

り算定しております。使用価値は将来キャッシュ・

フローを4.1％で割引いて算定しております。

当社グループの減損会計適用にあたっての資産の

グルーピングは、継続的に損益の把握を実施してい

る管理会計上の単位である店舗別に行っています。

そのほかに、物件を最小の単位として賃貸物件グル

ープと遊休資産グループにグルーピングしていま

す。また本社等については、独立したキャッシュ・

フローを生み出さないことから共用資産としていま

す。 

移転の意思決定をした店舗のうち将来の使用見込

みがないものについては、廃棄予定時における残存

帳簿価格の全額を減損損失として計上いたしまし

た。
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当連結会計年度(自  平成22年12月１日  至  平成23年11月30日) 

  

※６  当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

 
  

※７  当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

 
  

(連結包括利益計算書関係)

親会社株主に係る包括利益 133,039千円

少数株主に係る包括利益 20,861 〃  

計 153,901千円

為替換算調整勘定 86,859千円

 計 86,859千円
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（変動事由の概要） 

増加数の内訳は次のとおりであります。 

  株式の発行による増加  5,781株 

  

 
(注)  普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

  

 
  

 
  

 
(注)  普通株式の自己株式の株式数の増加５千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

  

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自  平成21年12月１日  至  平成22年11月30日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 23,181 5,781 ― 28,962

２．自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 192 1 ― 193

３．新株予約権等に関する事項

会社名 内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数(千株) 当連結会計
年度末残高
(千円)

前連結
会計年度末

増加 減少
当連結 

会計年度末

提出会社
ストック・オプショ
ンとしての新株予約
権

普通株式 ― ― ― ― 2,464

合計 ― ― ― ― 2,464

当連結会計年度(自  平成22年12月１日  至  平成23年11月30日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 28,962 ― ― 28,962

２．自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 193 5 ― 198

３．新株予約権等に関する事項

会社名 内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数(千株) 当連結会計
年度末残高
(千円)

前連結
会計年度末

増加 減少
当連結 

会計年度末

提出会社
ストック・オプショ
ンとしての新株予約
権

普通株式 ― ― ― ― ―

合計 ― ― ― ― ―
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成21年12月１日
至  平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日)

 

※１  現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,677,929千円

預入期間３か月超の定期預金 △16,788 〃

担保に供している定期預金 △30,089 〃

現金及び現金同等物 1,631,051千円

※１  現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 900,890千円

預入期間３か月超の定期預金 △16,796 〃

担保に供している定期預金 △30,096 〃

現金及び現金同等物 853,997千円

  ２ 重要な非資金取引の内容

当連結会計年度に新たに計上した重要な資産除去

債務の額は、302百万円であります。
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(注) １．事業の区分は、内部管理上採用している区分に基づき、市場及び事業形態を考慮して決定しております。 

２．各区分に属する主な業務の内容 
 

３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(107,664千円)の主なものは、当社管理部

門に係る費用であります。 

  

  

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および重要な支店がないため、該当事項はありません。 

  

  

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

(セグメント情報等)

(事業の種類別セグメント情報)

前連結会計年度(自  平成21年12月１日  至  平成22年11月30日)

登山用品 
販売事業 
(千円)

不動産事業
(千円)

その他事業
(千円)

計(千円)
消去又は 
全社 
(千円)

連結
(千円)

Ⅰ  売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

9,878,679 67,399 3,428 9,949,506 ― 9,949,506

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,225 4,800 153,700 166,726 (166,726) ―

計 9,886,904 72,199 157,128 10,116,233 (166,726) 9,949,506

営業費用 9,393,236 32,743 31,933 9,457,913 107,664 9,565,578

営業利益 493,668 39,455 125,195 658,319 (274,390) 383,928

Ⅱ  資産、減価償却費及び
資本的支出

資産 4,625,320 1,319,389 ― 5,944,709 913,378 6,858,087

減価償却費 204,450 9,764 ― 214,214 3,962 218,177

減損損失 ― 73,754 ― 73,754 ― 73,754

資本的支出 458,654 1,874 ― 460,528 ― 460,528

業務区分 業務内容

登山用品販売事業 店舗並びにＷｅｂにおける登山用品及びアウトドア用品販売

不動産事業 不動産の賃貸、仲介、売買並びに管理等

その他事業 経営コンサルティング等

(所在地別セグメント情報)

前連結会計年度(自  平成21年12月１日  至  平成22年11月30日)

(海外売上高)

前連結会計年度(自  平成21年12月１日  至  平成22年11月30日)
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当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

当社は「登山用品販売事業」及び「その他事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「登山用品販売事業」は、主に店舗ならびにWebにおける登山用品及びアウトドア用品の販売をして

おります。 

「その他事業」は、主に不動産の賃貸、売買ならびに管理等をしております。 

  

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市

場実勢価格に基づいております。 

  

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

(2) 各報告セグメントに属するサービスの種類

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法
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(単位：千円) 

 
(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他事業部を含んでおります。 

２．調整額は、以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益の調整額△274,390千円には、セグメント間取引消去△88,866千円、各報告セグメントに

分配していない全社費用△185,524千円が含まれております。なお、全社費用は主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費及び販売費であります。 

(2) セグメント資産の調整額913,378千円には、セグメント間取引消去△302,509千円、各報告セグメントに分

配していない全社資産1,215,887千円が含まれております。 

(3) 減価償却費の調整額3,962千円には、各報告セグメントに分配していない全社費用3,962千円が含まれてお

ります。 

(4) 特別損失の調整額148,473千円には、各報告セグメントに分配していない全社費用148,473千円が含まれて

おります。 

(5) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額1,874千円は、本社の車両買取費用等であります。 

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自  平成21年12月１日  至  平成22年11月30日)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

連結財務諸表
計上額 
(注)３

登山用品 
販売事業

その他事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 9,878,679 67,399 9,946,078 3,428 9,949,506 ― 9,949,506

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

8,225 4,800 13,025 153,700 166,726 △166,726 ―

計 9,886,904 72,199 9,959,104 157,128 10,116,233 △166,726 9,949,506

セグメント利益 493,668 39,455 533,124 125,195 658,319 △274,390 383,928

セグメント資産 4,625,320 1,319,389 5,944,709 ― 5,944,709 913,378 6,858,087

その他の項目

減価償却費 204,450 9,764 214,214 ― 214,214 3,962 218,177

特別損失 107,795 74,489 182,285 ― 182,285 148,473 330,758

減損損失 ― 73,754 73,754 ― 73,754 ― 73,754

関係会社株式売却損 ― ― ― ― ― 112,604 112,604

偶発損失引当金繰入
額

106,938 ― 106,938 ― 106,938 ― 106,938

その他 857 735 1,592 ― 1,592 35,868 37,461

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

458,654 ― 458,654 ― 458,654 1,874 460,528
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(単位：千円) 

 
(注) １．調整額は、以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益の調整額△135,368千円には、セグメント間取引消去△64,940千円、各報告セグメントに

分配していない全社収益126,536千円、全社費用△196,965千円が含まれております。なお、全社収益は、主

に連結子会社からの事務受託料収入であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び販

売費であります。 

(2) セグメント資産の調整額661,735千円には、セグメント間取引消去△370,657千円、各報告セグメントに分

配していない全社資産1,032,393千円が含まれております。 

(3) 減価償却費の調整額1,918千円には、各報告セグメントに分配していない全社費用1,918千円が含まれてお

ります。 

(4) 特別損失の調整額59,304千円には、各報告セグメントに分配していない全社費用59,304千円が含まれてお

ります。 

(5) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額109千円は、本社の備品購入費用であります。 

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

当連結会計年度(自  平成22年12月１日  至  平成23年11月30日)

報告セグメント
調整額 
(注)１

連結財務諸表計
上額 
(注)２

登山用品 
販売事業

その他事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 12,058,859 65,448 12,124,307 ― 12,124,307

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

7,184 4,800 11,984 △11,984 ―

計 12,066,043 70,248 12,136,291 △11,984 12,124,307

セグメント利益 574,685 36,830 611,515 △135,368 476,146

セグメント資産 5,202,552 1,303,033 6,505,585 661,735 7,167,321

その他の項目

減価償却費 331,282 8,844 340,126 1,918 342,045

特別損失 166,707 ― 166,707 59,304 226,012

TOB関連費用 ― ― ― 56,485 56,485

資産除去債務会計基準
に伴う影響額

148,015 ― 148,015 ― 148,015

減損損失 13,605 ― 13,605 ― 13,605

その他 5,086 ― 5,086 2,818 7,905

  有形固定資産及び 
 無形固定資産の増加額

532,321 ― 532,321 109 532,431
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(注)  算定上の基礎 

１．１株当たり純資産額 

  

 
  

２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

  

 
  

  

  

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自  平成21年12月１日
至  平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日)

１株当たり純資産額 82.41円 １株当たり純資産額 88.33円

１株当たり当期純利益金額 2.64円 １株当たり当期純利益金額 5.92円

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益金額

―円
潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

―円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につい
ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在してい
ないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につい
ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在してい
ないため記載しておりません。

項目
前連結会計年度

（平成22年11月30日）
当連結会計年度

（平成23年11月30日）

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 2,373,291 2,540,628

普通株式に係る純資産額(千円) 2,370,827 2,540,628

差額の主な内訳(千円)

  新株予約権 2,464 ―

普通株式の発行済株式数（株） 28,962,000 28,962,000

普通株式の自己株式数（株） 193,633 198,647

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
普通株式の数(株)

28,768,367 28,763,353

項目
前連結会計年度

(自  平成21年12月１日
至  平成22年11月30日)

当連結会計年度
(自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日)

連結損益計算書上の当期純利益(千円) 67,041 170,400

普通株式に係る当期純利益(千円) 67,041 170,400

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 25,396,548 28,766,459
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該当事項はありません。 

  

決算日後の法人税の税率の変更 

  「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）および「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23

年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以降に開始する連結会計年度から法人税率が変更さ

れることとなりました。これに伴い、繰延税金資産および繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、従来の

40.69％から35.64％に段階的に変更されます。 

  なお、変更後の法定実効税率を当連結会計年度末に適用した場合の影響額は軽微であります。 

  

  

(重要な後発事象)

前連結会計年度(自  平成21年12月１日  至  平成22年11月30日)

当連結会計年度(自  平成22年12月１日  至  平成23年11月30日)
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成22年11月30日)

当事業年度
(平成23年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 330,818 79,235

前払費用 3,537 3,234

繰延税金資産 18,034 83,439

1年内回収予定の関係会社長期貸付金 66,000 66,000

未収入金 147,099 200,669

その他 1,761 477

流動資産合計 567,252 433,057

固定資産

有形固定資産

建物 516,755 516,755

減価償却累計額 △426,930 △434,406

建物（純額） 89,824 82,348

構築物 82,953 82,953

減価償却累計額 △73,915 △75,622

構築物（純額） 9,037 7,330

工具、器具及び備品 15,268 15,268

減価償却累計額 △12,437 △13,339

工具、器具及び備品（純額） 2,830 1,929

土地 1,211,841 1,211,841

その他 165 132

有形固定資産合計 1,313,700 1,303,581

無形固定資産

電話加入権 2,504 2,504

ソフトウエア 920 460

無形固定資産合計 3,424 2,964

投資その他の資産

関係会社株式 522,045 522,045

長期貸付金 414,856 414,856

関係会社長期貸付金 123,000 57,000

長期前払費用 － 224

長期未収入金 662,379 666,579

その他 5,854 12,354

貸倒引当金 △1,077,235 △1,077,235

投資その他の資産合計 650,900 595,824

固定資産合計 1,968,024 1,902,370

資産合計 2,535,277 2,335,427
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(単位：千円)

前事業年度
(平成22年11月30日)

当事業年度
(平成23年11月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 25,000 －

1年内返済予定の長期借入金 279,140 169,700

未払金 7,970 14,515

未払費用 2,295 2,094

未払法人税等 5,189 4,602

前受金 6,048 6,048

預り金 4,585 9,428

その他 2,510 －

流動負債合計 332,739 206,389

固定負債

長期借入金 419,750 250,050

長期預り保証金 47,810 41,424

繰延税金負債 － 91

固定負債合計 467,560 291,566

負債合計 800,300 497,955

純資産の部

株主資本

資本金 2,092,867 2,092,867

資本剰余金

資本準備金 1,177,707 1,177,707

資本剰余金合計 1,177,707 1,177,707

利益剰余金

利益準備金 9,581 9,581

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △1,508,544 △1,402,985

利益剰余金合計 △1,498,963 △1,393,404

自己株式 △39,098 △39,697

株主資本合計 1,732,512 1,837,472

新株予約権 2,464 －

純資産合計 1,734,976 1,837,472

負債純資産合計 2,535,277 2,335,427
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（２）損益計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年12月１日
至 平成22年11月30日)

当事業年度
(自 平成22年12月１日
至 平成23年11月30日)

売上高 229,328 196,784

売上原価 42,452 24,640

売上総利益 186,875 172,144

販売費及び一般管理費 207,749 205,742

営業損失（△） △20,873 △33,598

営業外収益

受取利息 8,965 11,532

受取配当金 2,662 －

雑収入 518 2,556

営業外収益合計 12,147 14,089

営業外費用

支払利息 19,556 12,891

株式交付費 8,181 －

雑損失 715 2,526

その他 4,504 1,380

営業外費用合計 32,959 16,799

経常損失（△） △41,685 △36,307

特別利益

過年度損益修正益 18,496 －

訴訟損失引当金戻入額 17,001 －

新株予約権戻入益 － 2,464

償却債権取立益 7,100 －

その他 4,026 －

特別利益合計 46,624 2,464

特別損失

減損損失 73,754 －

TOB関連費用 － 56,485

その他 1,834 2,818

特別損失合計 75,588 59,304

税引前当期純損失（△） △70,649 △93,148

法人税、住民税及び事業税 △122,477 △133,395

法人税等調整額 △18,034 △65,312

法人税等合計 △140,512 △198,707

当期純利益 69,862 105,559
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（３）株主資本等変動計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年12月１日
至 平成22年11月30日)

当事業年度
(自 平成22年12月１日
至 平成23年11月30日)

株主資本

資本金

前期末残高 1,821,160 2,092,867

当期変動額

新株の発行 271,707 －

当期変動額合計 271,707 －

当期末残高 2,092,867 2,092,867

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 906,000 1,177,707

当期変動額

新株の発行 271,707 －

当期変動額合計 271,707 －

当期末残高 1,177,707 1,177,707

資本剰余金合計

前期末残高 906,000 1,177,707

当期変動額

新株の発行 271,707 －

当期変動額合計 271,707 －

当期末残高 1,177,707 1,177,707

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 9,581 9,581

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 9,581 9,581

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 △1,578,407 △1,508,544

当期変動額

当期純利益 69,862 105,559

当期変動額合計 69,862 105,559

当期末残高 △1,508,544 △1,402,985

利益剰余金合計

前期末残高 △1,568,826 △1,498,963

当期変動額

当期純利益 69,862 105,559

当期変動額合計 69,862 105,559

当期末残高 △1,498,963 △1,393,404
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年12月１日
至 平成22年11月30日)

当事業年度
(自 平成22年12月１日
至 平成23年11月30日)

自己株式

前期末残高 △39,010 △39,098

当期変動額

自己株式の取得 △87 △599

当期変動額合計 △87 △599

当期末残高 △39,098 △39,697

株主資本合計

前期末残高 1,119,323 1,732,512

当期変動額

新株の発行 543,414 －

当期純利益 69,862 105,559

自己株式の取得 △87 △599

当期変動額合計 613,189 104,959

当期末残高 1,732,512 1,837,472

新株予約権

前期末残高 3,192 2,464

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △728 △2,464

当期変動額合計 △728 △2,464

当期末残高 2,464 －

純資産合計

前期末残高 1,122,515 1,734,976

当期変動額

新株の発行 543,414 －

当期純利益 69,862 105,559

自己株式の取得 △87 △599

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △728 △2,464

当期変動額合計 612,461 102,496

当期末残高 1,734,976 1,837,472
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役員の異動につきましては、開示内容が定まり次第、別途開示いたします。 

  

  

  

  

  

６．その他

（１）役員の異動
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